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世界のゲノム科学を支援するゲノム編集動物
に関する基盤技術開発の地域連携

成果１．CARDマウスバンクの成果 成果４．産学連携成果２．人材育成

遺伝子改変マウス、凍結胚・精子、マウス情報、
ゲノム編集・生殖工学、解析技術の提供

遺伝子改変マウス、凍結胚・精子、マウス情報の
保管、課題の収集

成果３．特許取得

本事業の成果

（地域企業へ技術導出し
試薬販売事業化）

【事業概要】
熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開発研究施設 (Center for Animal Resources

and Development: CARD) は、学術、医薬およびバイオ産業において病気の原因解明、治療法
の研究開発に利用される重要なゲノム編集動物である遺伝子改変マウスに関して、九州圏
内・国内及び国際的な産官学連携活動を行っている。
遺伝子改変マウスに関する技術的課題を解決し、遺伝子改変マウスの作製、保存および供給に関する研究
支援（日本初のマウスバンク事業）、人材育成、特許の取得、支援企業における事業化を進めている。

（生殖工学技術者を育成）（ゲノム科学に有用な遺伝子改変マウスの保存と供給） （生殖工学技術の知財保有）

熊本県におけるイノベーション創出基盤として地域産業の活性化に貢献
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１．本事業の必要性・切実性
●地域の抱える課題や事業の背景は何か？

熊本県が抱える3つの課題 事業の背景

課題１．人口減少
1998年：186万人 → 現在：174万人

課題２．高齢化
全国：28.7％ → 熊本：31.1％

課題３．新産業の創出
労働生産性が高い新産業の創出が必要

解決策
地域における魅力的な事業や雇用、
健康課題の解決や新規産業に繋がる
遺伝子改変マウスの事業化を目指し
た。

2003年に
ヒトゲノムの解読完了

1998年に
独自の遺伝子改変技術
『可変型ジーントラップ法』
を活用して、遺伝子改変マウ
スに関する本事業を開始

遺伝子改変マウスを用いた
ゲノム創薬

ダウドナ博士、シャルパンティエ博士

2020年ノーベル化学賞
“ゲノム編集技術”

ゲノム科学における遺伝子改変マウスの
重要性や関連の市場規模が拡大



学術研究やバイオ産業における遺伝子改変マウスの有用性
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人の病気を再現

病気に関連する遺伝子の破壊・導入

治療薬や新規治療技術の発見

遺伝子改変マウス患者

ゲノム編集技術で人の病気を再現したマウス（遺伝子改変マウス）を作製

人の健康や病気の克服に繋がる科学イノベーション・知財・事業の創出



世界の研究者と遺伝子改変マウスを繋ぐマウスバンク

5マウスバンク

預ける

遺伝子改変マウス
・情報管理
・情報公開
・授受仲介
・凍結胚・精子作製
・試料保管
・個体作製
・飼育
・輸送手配

受け取る

受け取る

受け取る
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２．独創性・先駆性・創意工夫
●事業上の困難を克服するためにどのような工夫をしたか

事業上の困難 克服するための工夫
１．生殖工学技術の開発
マウス生殖工学技術の開発は、日本だけ
ではなく欧米においても取り組まれてい
たが、開発成功には至らなかった。
本事業で技術開発の課題を克服するため
には、新しいアイデアを取り入れた膨大
な実験や開発期間、それに伴う研究資金
が必要であった。

地域新規産業創造技術開発費補助事業

助成事業の活用→独自技術の開発・特許

NBRP基盤技術整備プログラム

創薬基盤推進研究事業

国内・海外で生殖工学技術研修会を開催
生殖工学関連試薬

生殖細胞用冷蔵輸送キット

過剰排卵誘起製剤

1億8千万円/年
(累計10億円)

50回、700名

２．地域企業と開発した製品の販売
大学で開発した技術を地域企業と連携し
て製品化したが、開発当初は製品の有用
性の周知や技術者育成に課題があり、販
売初年度の売上金額は270万円/年で
あった。



マウスバンクの基盤となる生殖工学技術
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生殖工学技術を用いた遺伝子改変マウスの保存や作製の工程

♀

♂
精子凍結保存

凍結精子を用いた
体外受精

二細胞期胚の
凍結保存

胚移植

液体窒素タンク

体外受精
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２．独創性・先駆性・創意工夫
●事業をより多く利用してもらうために心がけた点、工夫した点とその理由

世界一の生殖工学技術の開発

遺伝子改変マウスの作製、保存、供給に必
須となる2つの基盤技術：
１．遺伝子改変技術

多く利用してもらうために心がけた点

国際展開を意識した人材育成

技術研修会（50回、700名）を通じて国内外
に技術者が育成され、世界中で本事業が活用
されるようになった。

工夫した点とその理由

ダウドナ博士、シャルパンティエ博士スミーシーズ博士、エバンス博士、カペッキ博士

2007年ノーベル生理学医学賞 2020年ノーベル化学賞

２．生殖工学技術

竹尾透博士、 中潟直己博士

♀

♂

凍結保存

胚移植

凍結保存

凍結保存

冷蔵保存

超過剰排卵誘起法

体外受精

特許

特許

特許
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特許

北海道大
旭川医科大
弘前大学

東京大
東京医科歯科大
東京農工大
千葉大
筑波大
横浜市立大
浜松医科大
静岡大学
山梨大
名古屋市立大
岐阜大学

徳島大
愛媛大
高知大

九州大
熊本大
長崎大
大分大
鹿児島大
琉球大

私立大学
札幌医科大
岩手医科
慶応大
北里大
昭和大
麻布大学
東京女子医科大
東京慈恵医大
東京農業大
聖マリアンナ医大
独協医科大
埼玉医科大
東海大
金沢医科
中部大
愛知医科大

広島大
岡山大
島根大
鳥取大

京都大
大阪大
滋賀医科大
大阪府立大
奈良先端科学技術大
和歌山県立医科

公的研究機関
国立循環器病研究センター
国立長寿医療研究センター
理化学研究所脳科学総合研究センター
理化学研究所研究基盤センター
医薬基盤研究所
基礎生物学研究所
国立生理学研究所
沖縄科学技術大学院大学
奈良先端科学技術大学院大学
東京都立医学総合研究所
水産研究・教育機構
国立環境研究所

民間研究機関
実験動物中央研究所
日本赤十字社
JA新潟県厚生連長岡中央病院
北斗病院

企業
アステラスリサーチテクノロジー株式会社
武田薬品株式会社
武田ラビクス株式会社
富士フイルム株式会社
住友化学テクノロジーサービス株式会社
JTクリエイティブサービス株式会社
日本全薬工業株式会社
千住製薬株式会社
アスビオファーマ株式会社
新日本科学株式会社
Bloom Technology株式会社
日本チャールズリバー
オリエンタルバイオサービス株式会社
九動株式会社
三協ラボサービス株式会社
株式会社JAC
株式会社ケーエーシー

東北大学
秋田大
山形大
新潟大
金沢大
福井大
富山大
群馬大学
福島県立医科

京都産業大
大阪医科大
大阪歯科大
立命館大
近畿大学
兵庫医科大
神戸学院大
川崎医科大
倉敷芸術科学大
福岡大
長浜バイオ大

2008年-2018年



国内および国際ワークショップによる技術者の育成
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説明→デモンストレーション→練習

【研修会の内容】
・精子の凍結保存
・精子の冷蔵保存
・卵子の凍結保存
・新鮮精子を用いた体外受精
・凍結精子を用いた体外受精
・冷蔵精子を用いた体外受精
・凍結卵子を用いた体外受精
・二細胞期胚の凍結保存
・精管結紮雄の作製
・二細胞期胚の移植

熊本大学CARD、
国内外の研究機関で開催

700名以上

https://www.mouse-ivf-training.com/
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３．地域資源の活用
●活用した地域資源とその強み、利点、●その資源を支援プログラムの中で、どのように活用したか

地域企業（九動株式会社等）、当センター発ベンチャー企業（トラ
ンスジェニック株式会社、2002年に東証マザーズ上場）等との産学
連携により、技術開発、人材育成・雇用、事業化に繋がった。ス
タートアップ企業と連携し、長寿、がん、不妊、ゲノム編集技術の
社会実装に関する課題解決に取り組んでいる。

熊本県
の歴史

熊本大学
の歴史

熊本大学
の資源

企業
との連携

熊本県は、近年、半導体・自動車等の製造業、農業、観光業が主要な
産業として知られているが、近代医学の祖である北里柴三郎博士（私
立熊本医学校出身、現在の熊本大学医学部）の輩出に代表されるよう
に、医学先進県としての歴史があり、熊本大学医学部に本事業の中核
を担う有能な若手研究者が集まる風土があった。１

2
3
4

熊本大学医学部には260年の歴史があり、1755年に肥後藩主細川重
賢創設した医学寮“再春館”、1896年私立熊本医学校、1929年官立
熊本医科大学、1939年附属体質医学研究所（現：熊本大学発生医学
研究所：発生研）、発生医学の特性から遺伝子改変マウスの有用性
を先見的に見出し、1998年生命資源研究・支援センターを設立した。

①独自の遺伝子改変技術「可変型ジーントラップ法」、②遺伝子改
変マウスの作製、保存、供給に関する独自の生殖工学技術、③遺伝
子改変マウスリソース（3,614系統）、④国立大学最大の飼育施設、
⑤マウス凍結胚・精子保管設備を完備し、世界を代表する技術や資
源を保有する研究拠点となった。
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４．事業の普及度
●事業が地域内外で広範に活用されているか

アメリカ

44%

中国

9%

ドイツ

9%

韓国

8%

イギリス

6%

カナダ

3%

スペイン

3%

スイス

3%

フランス

3%

シンガポール

2%

スウェーデン

2%

アメリカ
中国
ドイツ
韓国
イギリス
カナダ
スペイン
スイス
フランス
シンガポール
スウェーデン
オーストラリア
台湾
デンマーク
オランダ
チリ
イスラエル
イタリア
ベルギー
ハンガリー
アルゼンチン
スロベニア
オーストリア
ギリシャ
フィンランド
チェコ

国内：331機関

１．CARDマウスバンク

26カ国、179機関

生殖工学関連試薬

生殖細胞用冷蔵輸送キット

過剰排卵誘起製剤

1億8千万円/年

２．生殖工学研修会

３．支援企業からの試薬販売

遺伝子改変マウスの作製
凍結精子・胚の保存
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５．地域連携・組織力

【熊本大学生命資源研究・支援センターの組織】
動物資源開発研究施設（CARD）
遺伝子実験施設（GTC）
放射性同位体実験施設（RI実験施設）

【CARDの実施体制：52名】
教員：2名（獣医師：1名）
研究員：2名、技術職員：7名、事務職
員：3名、飼育管理技術員：16名、マウス
バンク技術員：8名、衛生管理技術員：8
名、施設管理職員：4名、共同研究講座：
2名

1．欧米豪アジア南米の主要研究機関
と部局間協定

２．アジアのマウスリソース組織を創設
8カ国、11機関
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６．定性効果
●事業が派生的に拡大・発展しているか

熊本大学の遺伝子改変マウス事業が、ベンチャー企業創出、地域企業の支援、アジア
のコンソーシアム創設、表現型解析事業へ事業拡大、地域企業との共同研究講座の開
設、世界の主要研究機関との部局間協定の締結へと繋がっており、
事業規模、事業内容、事業地域が拡大・発展し続けている。

1998年：熊本大学に生命資源研究・支援センターが設置。
2000年：動物資源開発研究施設新館が竣工され、学外機関に対してマウスバンク事業

が開始。
2002年：熊本大学発ベンチャーとしてトランスジェニック社が東証マザーズに上場。
2005年：本事業の成果を技術導出し、九動株式会社から試薬販売事業が開始。
2006年：日本、中国、韓国、台湾、シンガポールの中核機関が連携し、アジアにおけ

る遺伝子改変マウスのコンソーシアム（AMMRA）を創設。
2011年：遺伝子改変マウスの表現型解析を支援する熊本マウスクリニックを開始。
2018年：遺伝子改変マウスの飼育を支援する受託飼育を開始。
2020年：熊本大学生命資源研究・支援センター内に、九動株式会社の共同研究講座を

創設、CARDラットバンクを開始。
2022年：世界の主要研究機関と部局間協定を締結（8カ国、11機関） 。
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新規事業展開としてCARDラットバンクを開始
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本事業へのアクセス

マウスバンク ラットバンク

人材育成

熊本大学CARD

国際連携 生殖工学試薬
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